
ふもと小学校だより 文責：児玉伊左夫
こだま いさお

保護者・地域の皆さん、先生方、そして高学年のみんなには、ぜひ読んでもらいたいと思って作っています。

春のこだま便 （R2第１号）

は る

令和２年４月１０日(金)

令和２年度スタート。
日本中で、世界中で、感 染 症に負けないために、みんなでふんばって

かんせんしよう ま

います。きつい日々が続きますが、みんなでのりきっていきましょう。
府本小２年目となりました校長の児玉伊左夫です。よろ

しくお願いします。

新型コロナウイルス感染症対策のため、まだまだ縮 小
たいさく しゆくしよう

や中止、そして延期が続いています。
ちゆうし え ん き

4/8 の就任式、始業式も密閉を避けるために運動場での
しゆうにんしき みつぺい さ

実施となりました。
じ つ し

いろいろとすっきりしないのですが、いのちをまもるた

め。がまんです。

新しい担任の先生も決まりました。しっかりがんばりま
たんにん

す。６９人の児童と先生方と力を合わせて、令和２年度の学校生活を、楽しく充実したも
じ ど う じゆうじつ

のにしていきましょう。

令和２年度の府本小スタッフオールキャストです。よろしくお願いします。

学級名等（人数） 担任名

１年部担任（11） 橋本 博子

２年部担任（13） ＊交流 勝原 有希子

３年部担任（13） 森田 大介

４年部担任（13） 西川 典孝(唐津一中から)

５年部担任（10） 土田 安佐子

６年部担任（8） 佐々木 悠

特別支援学級(1) ＊２年 西村 英子

専科（理科） 古島 俊之

養護教諭：永谷 果歩 事務職員：坂井 恵里子（菊水南小から）

特支支援員：橋本 和子 用務員：嶋村 聖一・島木 千代子

学校司書：中島 理恵 ALT: アラン ダグラス クレバリー

教頭：福島 伸二（菊水西小から） 校長：児玉 伊左夫

育児休業：津口 愛

府本小HPもごらんください。

入学式がTV放映（6年が学校紹介）



そのほかの連絡です。先日のお便りにも載せましたが、
の

○４月１３日（月）から給食開始。ただし４月１４日（火）は歓迎行事ですので弁当が必要
かんげいぎようじ

です。（なお、この１週間は前の学年の補習補充期間とします。）
ほしゆうほじゆう き か ん

○４月１８日（土）予定の授業参観、PTA 総会、学級懇談会は中止いたします。普通
じゆぎようさんかん そうかい がつきゆうこんだんかい ふ つ う

の土曜授業となります。（PTA 総会資料は別途配付され、紙上にて承認にいただく形とな
べ つ と は い ふ しじよう しようにん

ります。＝ PTA執行部から後日連絡があります。）
し つ こ う ぶ

○５月に入ってからの、「運動会」などの学校行事については、おって連絡します。

学校経営の基本方針（めざす児童像）です。
けいえい き ほ ん ほうしん じ ど う ぞう

未来の担い手「府本っ子」～Think gｌobally act locally
に な い て シ ン ク グ ロ ー バ リ ー ア ク ト ロ ー カ リ ー

先行き不透明な現実の中、地球規模でものごとを考え、地域で行動する
ふ と う め い ちきゆう き ぼ ち い き

という「グローカルな」（グローバルとローカルをかけた言葉）人材を育
じんざい

てる。「世の中のことを考えつつ、足もとから行動しよう」という意味。

・令和２年度特色ある教育活動の校長提案として

①起業体験活動「ふもとマルシェ」成果物の校外販売（地域行事）、視野を広げる他
きぎ よう たい けん かつ どう せ い か ぶ つ し や

校交流（修学旅行の他校合同実施→清里小との合同企画など）。
ご うどう き か く

②NIE教育の拡充。朝自習に新聞を活用したり、漢字検定を広げたり。
かくじゆう けん てい

③「学びの森」の修復。平成２０年度県学びの森推進事業への再申請。
しゆうふく さい しんせ い

④「坂村真民」生誕の地としての学び拡充（道徳の授業へ導入）。
さ かむら しんみ ん せ いた ん どうにゆう

⑤市内全学校の国版コミュニティスクールへの移行に向けた諸条件整備。
く にば ん い こ う しよじようけん せ い び

児童の皆さんは、新しい教科書をさっそく読んでいるのでは？およそ10冊ほどい

き よ う か し よ

ただいたかと思います。高校や大学では1年間合計だと３万円も５万円する教科書。

さて、皆さんの教科書はあわせていくらでしょうか？？？

実は昔は小中学校も有料でした。お金を払って買っていました。でも憲法では「義務教育
ゆうりよう はら けんぽう ぎ む きよういく

は無償」とあります。1961(S36)年頃、まだまだ人権意識が低かった時代、部落差別をなく
むしよう じんけん い し き ぶ ら く さ べ つ

す取組をとおして、何度も政府にお願いする中で約３年後、教科書が無料（タダ）になって
せ い ふ むりよう

いきました。

タダだから、いい加減に使っていいというものではありません。しっかり学ん
か げ ん

でほしいという願いから生まれたことを知っておいてほしいと思いました。


